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知的障害者を対象と した地域生活支援教室

｢ あそば っ と教室｣ の試行
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要 約

知的 障害者が地 域 で 自立的 な 生活 を送 る ため の 生 活支援プ ロ グ ラム を開発する こ と を 目的 と し､ 社会資源 の 利用 技能に 焦 点 を あて た｡

本研 究で は ､ 1 9 9 9 年 4 月 か ら200 1 年3 月 ま で の 2 年間 に わ た り､ 地域生 活 支援教室 ｢ あそ ば っ と教室｣ を実施 した｡ 対象者が 出か ける

場所 ･ 活 動の 選択 , 出か ける約束な どを行う教室 と ､ 小 グル
ー プ ごと に選択 した場所 ･ 活 動に出か ける機会を設 定 した｡

対象者が小 グル
ー プ の メ ン バ ー

と 楽しん で グ ル
ー プ活 動に参加 した こ と ､ 対象者の 社会資源 利用 技能に変化が 見られ た こ と ､ 対 象者

と保 護者の 出か ける こ とに対する意識が は っ き りと した こ とが示 され た ｡ さ らに ､ 利用 した施 設 の 従業員､ ボ ラ ンテ ィ ア - ア ン ケ ー ト

を行う こ と によ り､ 知的 障害者が 社会資源 を利用 する こ と に つ い て ､ 現 状の
一

端 を明 らか に した
｡
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Ⅰ
. はじめに

近 年､ ノ
ー マ ライゼ ー

シ ョ ン の 理念 が社会に浸 透 しつ つ あ

り ､ 知的 障害児者が地 域の 中で 生 活する技能に多く の 関心 が

払わ れ るよ うにな っ て き た｡ そ こ で ､ 地域の 社会的資源 を利

用 して 自ら選 択した活 動を自立的 に実行す る こ とを支援す る

た めの 生 活支援プ ロ グラ ム の 研 究 ･ 開発が な され て い る｡ 例

えば ､ 買 い 物指 導 (渡 部 ･ 山 口
･ 上松 ･ 小 林､ 1 9 9 9 ; 松 岡 ･

平 山 ･ 畠 山 ･ 川畑 ･ 菅野 ･ 小林､
1 9 9 9) ､ 料理指導( 井上 ･ 井

上 ･ 小林､
1 9 9 6 ; 武蔵 ･ 土 井 ･ 西本 ･ 高畑 ･ 安 達､ 1 9 9 9) ､ 運

動 ･

ス ポ ー

ツ (高畑
･

武蔵､ 2 0 0 0) ､ 余暇 活動と して ､ カ ラオ

ケ( 井揮 ･ 山本 ･ 氏 森､
1998) ､ プ ー

ル ( 大石 ･ 唐岩 ･ 高橋 ･

馬 場､ 1 9 9 9) ､ ボ ウリ ン グ (高畑
･ 武蔵

･ 安 達､ 2 0 0 0) な どで

ある｡ これ ら の 多くは絵
･ 写真カ ー

ドや ビデオ ､ タイ マ
ー

な

どの 視 覚的 な プ ロ ン プ トを用 い て 生 活技能を形 成 し､
シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン や代 表例教授 法 ､ 受け入 れ側 - の 情報提 供 な ど の

方 略 を用 い て 効 率的 に般 化 を促 進する こ と をね ら い と して い

る｡

武蔵
･

高野
･ 七滞 ･ 高畑 (20 0 3) は ､ 知 的障 害者の 地 域 生

活 に 関する実態調査 を行い ､ 障害者本 人 の 対人的 関 わ り､ 地

域 の 中で の 活 動の 実態 に つ い て ま と めた｡ そ の 結果 ､ 家族や

保護者の 付 き添 い の もとに ､ 対 人的 な 関わ り合い を あ まり必

要と しな い 活 動が選 ばれ る た めに､ 障害者本人が 学校教育を

通 じて 身に つ けた生 活技能が活 かさ れず に忘れ られ て しま う

可能性が指摘され た｡ また､ 地域 の 行事 - の 参加に つ い て も､

活 動内容が事前に決 め られ て い るもの ､ 大 勢 で 皆が 同 じ活動

を
一

緒に 行 う形態 の もの が ほ と ん どで あ っ た｡

本研 究で は ､ 知的 障害者が 地域 で 生活 する ため の 生 活技能

と して ｢ 社会資源 利用 技能｣ を取 り上 げた
｡ 家族や 保護者以

外 の 仲 間や ボ ラ ン テ ィ ア と小 グル
ー プ で 出か けて ､ 地 域 の 社

会資源 を利用 する こ とで ､ 選 択機会や 対人 的な 関 わ りの 機会

を 多く 経験する こ とが で き る｡ 自分 た ちで 話 し合 い
､ 出 か け

た い 場所 ･ 活 動を選択 ･ 決定 し､ 社会資源 を利用する こ とで ､

よ り積極的 な社会参加 に つ な が る｡ また ､ レ ジャ
ー

施 設 な ど

に 従 事す る人 によ るナ チ ュ ラル サ ポ
ー

トを受ける こ と に よ っ

て ､ 知的障害者の 余暇 活動が より豊か なも の に な ると考 えた｡

2 カ年にわ たり知的 障害者を対象と した ｢ あそば っ と教室｣

を実施 した ｡ 出か けた い 場所 ･ 活 動 を話 し合 っ て 決 定す る ､

*
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そ して 実際 に 出か ける と い う2 つ の 支援場 面を設 定 した｡ 対

象者が 自ら支援 ツ
ー

ル を使 っ て 社会資 源 を利用 す る の を支援

す る こ と に よ り､ 社会資源 利 用技能 が どれ だ け向上す る か を

検 討 した
｡ 具体 的 に は

､ 出か ける 場所 を選 択す る ･ 仲 間 と出

か け る約束をす る ･ バ ス な どの 移動手 段を利用 する ･

映画館

や シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ - な どを利 用す る な どで あ る
｡ 仲 間と

小 グ/レ - プで 出か け る経験をする こ とで ､ 対象者と そ の 保 護

者が 出か ける こと に 対 して ど の よ う な意識を持 っ たか を検 討

した｡ さ らに ､ 利用 した施 設 の 従 業員や教 室 に 参加 した ボラ

ン テ ィ ア - ア ン ケ ー ト調査 を 行 い ､ 知 的 障害者が 社会資 源 を

利 用す る の を支援す る こ と の 意 義 ･ 方 法 に つ い て 社会的 妥 当

性を検 討 した ｡

Ⅱ
. 方法

1 . 対象者

丁 市子 を つ な ぐ育成 会で の 呼び かけに応 じて 参加 を希望 し

た 知的 障害者､ 男性 4 名､ 女性 6 名 の 計1 0 名で あ っ た｡
｢ あそ

ば っ と教室｣ 開始時 に ､ 対 象者の 年齢は29 歳 か ら36 歳 ､ 保護

者の 年齢は58 歳か ら67 歳 で あ っ た ｡ 対 象者の プ ロ フ ィ
ー ル は

T a bl e l に 示 し た｡ 後に 述 べ る活 動グ ル
ー プに つ い て も 合わ

せ て 示 し た｡

2 . 実施期 間

咋度 を単位 と して
､

1 9 9 9 年4 月 か ら200 1 年3 月 ま で の 2 年

間 に わ た り行 っ た ｡ 教室 は､ お よそ 1 ケ月 に 1 回程度 開 催す

るこ とと し ､ 1 年目は 8 回 ､ 2 年目 は1 1 回 ､ 計1 9 回実施 した｡

3 , 地 域生 活支 援教 室 ｢ あそ ば っ と教室｣

あ そば っ と 教室 は ､ 教育学 部障 害児教育研 究室 で 開設す る

地 域生 活 支援 教室 の プ ロ グ ラム の
一

環 と して 行わ れ た
｡ ①各

対 象者に 出か け る機会 を提供 す る場 と して ､ ②各 対 象者が保

護 者以外 の 人と 出か ける た め の 指導場面と して
, ③各対 象者

の 習熟度 の 把 握 ･

確認 の場 と し て ､ ④対 象者が社会的強 化 を

受 ける場 と して 設 起 した .

1 ) 教室 の 概要

対 象者とそ の 保 護 者が 大学 に 集 ま っ て ､ グ ル
ー プ 分 け､ 出

か ける場 所 ･ 活動 の 選択 ､ 出か ける約 束 な どを行 う教室 と､

対象者が グ ル
ー プ ごと に選択 し た場所

･

活動に出か け る機会

を設 定 した｡

T a b l e 1

大 学 で の 教室 は土 曜 日ま たは 日曜 日 の
'

i
l 後 ､ 約 3 時間 にわ

た っ て 行 っ た｡ 対 象者が社会 資源 を利用 す る こ との 意義を堤

解 し選択で き るよ うに ､
パ ン フ レ ッ トや 写真 ､ ビデオ を用 い

て
､ 様 々 な 社会資源 に つ い て 具 体的 に取り上 げるよ う に 心が

けたo 支援ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ッ ク｣ の 活 用 ･ 参照 の 仕方 を繰

り返 し指 導 した ｡ 小 グル
ー プで 出か け る こ と を意識で きる よ

う に､ 約束カ ー ドな どを用 い た ｡

出か け る機会は土 曜 日ま た は日曜 日 の 日 中 また は夕方 か ら

夜に か けて 設けた｡ 集合場所 は普段 よく 利月] し移動に 便 利 と

い う点 か ら富山駅前 と した｡ 待 ち 合わせ 場所 ( 富山駅前) に

集合 - 交通 機関 ( バ ス ･ 市電) を利 用 して 移動 一 目的地 で 描

動
･

食事
-

交通 機関 ( バ ス
･

市電) を利 用 して 移動
一

次 回 の

約束 ･ 解 散 の 流 れ で 行 っ た｡ 社会 資源 の 利用 技能 の 定着と礼

会資源 を 卜分 に楽 しめ るよ う に なる こ とをね ら い と し ､ 同 じ

出か ける場 所 ･ 活動に 2 回ず つ 続 けて 出か ける こと に した0

対象 者が支援 ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ッ ク｣ を用 い て 自ら社会資港

を利 用 で き る よう に ､ 課 題分 析 の 評 価 に 基づ い て 段 階的 な援

助 を行 っ た ｡

2 ) 支 援 ス タ ッ フ

支援ス タ ッ フ は ､ 障害児教育を担当する教員､ 障害児教育

の 専攻 生 をは じめ とす る教育学 部 の 学生 で 構成 した ｡ 教室担

当 者が教室 の 全 体的 な 運営 ･ 統括を行い
､ また 各回 の 支援計

画 と資料
･

記録 用紙 の 作成 ､ 教材
･

支援 ツ
ー

ル の 開 発お よび

作成 を行 っ た｡ 対象 者ごと に 支援担当者が つ く よ うに し､ 敬

室や 出かけるとき の 支援 ､ 対象者 の 活動 の 様 子 の 記録 に あた っ

た｡ ビデオ 担当者が 全 体 を把 握 しな が ら ビデオ カ メ ラ､ デ ジ

タル カメ ラ で 教室 の 撮影 を行 っ た｡

4 , 全体計画

1 ) 計 画 の 概要

1 年目 は､ 対 象者 が 支援 ツ ー ル ｢ お助 けブ ッ ク｣ 他を用 い

て
､ 社会資源 を利用 する こ と に 焦点を あて た｡ そ の た め､ 支

援ツ
ー

ル の 使 い 方を支援する こ とを中心 と し､ 出 か ける場所 ･

活 動は 対象 者 の 希 望の 多い も の に なる べ く 限定 して ､ 繰 り過

し利用 す る こ とに した o また ､ 仲 間同 士で 小 グ ル ー プ に よ り

活 動す る こ と に も慣 れ て い なか っ たの で ､ 活動 す る グル
ー プ

も 年間 を通 じて 固 定と し た
｡

2 年目 は､ 対象 者が 自分 た ちで 選 んだ 活 動 を自分た ちで 利

用 する こ とに 焦 点を 当て た｡ そ の ため ､ 様々 な場所
･

活動 に

対 象者 の プ ロ フ ィ
ー

ル

対象者 s l s 2 s 3 s 4 s 5 s 6 s フ s 8 s 9 s lO

年齢 3 4 3 4 3 i 3 0 3 1 3 2 3 2 3 3 3 0 3 1

性別 男 女 女 女 男 女 男 男 女 女

障害
!
L州勺障 害 て ん か ん 射 ≠) 障 害 知 的 障害 ダ ウ ン 症 ダ ウン 症 知的 障

/

-# ダウ ン 症 ダウ ン 碇 ダウ ン 蛙

京尤労先 製 造業 作業所 作貰所 作 巣南 製 造業 作 貴所 作 菜所 作某 所 作 業所 作業 所

1 年目の グル ー プ A A A r3 f3 B C C C C

3 暮

4 国 教室 r3 C C r3 Ⅰう C A T3 A B

多荒望
a'

1
6 - 教室 C A A C B C C B r3

9 ･ 1 0 回 教室 C i )
' A A C 13 A fう A C
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知的障害者 を対象と した地域生活支援教室 ｢ あそば っ と教室｣ の 試行

つ い て の選 択肢を示 して 選ぶ機会を繰り返 し設 け､ 活動グル
ー

プ もそ の 都度 組み 替えた . 支 援ツ
ー

ル ｢ お助 け ブ ッ ク｣ を活

用 して 主 体的 に活 動する よ うに支援 した
｡

1 年目 の 全体計画 を T a ble 2 に ､
2 年目 の 全体 計画 を T a-

bl e 3 に 示 した ｡

2 ) 1 年目 の 全体計 画

第 1 回教室 ･ 開校式 ( 6 月 5 日) : 前半 は､ あそ ば っ と教室

の 説 明､ 自己紹介を行 っ た後に､ 対象者が ど こ に出か けた い

か把 握するた め に 事前場所 ア ン ケ ー トを実施 した . 後半 は､

ベ ー

ス ライ ン査 定と して ､ 実際に シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー に出

かけ､
フ ァ

ー ス ト フ ー ド店で 飲み 物 な どを購入 した｡

第2 回教室 ( 7 月11 日) : 前半 は､ まず､ 対象者の活動 グル
ー

プを決め た
｡

3 か ら4 名の 3 つ の グル
ー プに分かれ た｡ 次に､

グル
ー プ ごと に 出か ける計画 を話 し合い ､ 出 かける場所 ･ 活

動 を決 め､ 出かける約束を行 っ た ｡ 後半 は､
ベ ー

ス ライ ン 査

定と して
､ グル ー プ ごと に交通 機関 を利用 して コ ン ビ ニ エ ン

ス ス トア に出かけ､ 支援ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ッ ク : コ ン ビ ニ 編｣

を用 い て 買 い 物 を行 っ た｡

第3 回教室 ( A : 8 月 8 日 ､ B : 8 月2 8 日 ､ C : 8 月2 2 日)

と第4 回教室 ( A : 9 月26 日､ B : 1 0 月 2 日 ､ C : 9 月25 日) :

グル
ー プ ごと に バ ス に 乗 っ て それ ぞれ の 場所 ･ 活動 に出か け

た｡
｢ お助 けブ ッ ク｣ は ､

｢ バ ス 編｣ ｢ 映画編｣ ｢ K パ ー ク編｣

を用 い た｡

第5 回教室 (11 月1 4 日) : 前半は､ まず第3 回､ 第4 回教室

を振 り返 り､ お出か け後ア ン ケ ー トを実施 した｡ グル
ー プ ご

とに 次回 の 出か ける計画 を話 し合い
､ 出か ける場所 ･ 活動を

選 択し､ 出か ける約 束を行 っ た｡ 後半は､ 支援 ツ
ー

ル ｢ お 助

けブ ッ ク｣ の 活 用 の 仕 方 を練習 した｡ 第3 回､ 第4 回教室 で

対 象者が共 通 して 苦手 と して い た場面を取 り上 げ､ 劇形 式で

確認 した後､ 実際の 状況 を模した シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 場面 を設

定 して 練習 した
｡

第6 回教室 ( A : 1 2 月1 1 日 ､
B : 1 2 月 5 日 ､ C 二 1 2 月18 日)

と第7 回教室 ( A
･

B
･

C : 1 月23 日) : グル
ー プ ごとに バ ス

に 乗っ て それ ぞれ の場 所 ･ 活動 に 出か けた｡
｢ お助 けブ ッ ク｣

は ､

｢ バ ス 編｣ ｢ 映画編｣ を用 い た｡ ま た､ 第 7 回教室終了後

に ､ お 出か け後ア ン ケ ー トを実施 した｡

第 8 回教 室 ･ 修了式 ( 2 月20 日) : 食事会を開 い て
､ 修了証

書を授与 し､ 社会的 強化 の 場と した ｡

3 ) 2 年目 の 全 体計 画

第 1 回教室 ･ 開校式 ( 5 月21 日) : 前半は ､ あ そば っ と教室

の 説明 ､ 新 しい 支援ス タ ッ フ の 紹介を行 い
､ 昨年度の 教室 の

様子 を振 り返 っ た｡ 対象 者が どこ に出か けたい か 把握 する た

め に 事前場所 ア ン ケ ー

トを実施 した｡ 後 半 は
､

ベ ー

ス ライ ン

査定 と して ､ シ ョ ッ ピン グセ ン タ ー

に 出か け､ 支援 ツ ー ル ｢お

助 けブ ッ ク : フ ァ
ー

ス トフ
ー

ド編｣ を用 い て ､ フ ァ
ー

ス トフ
ー

ド店 で 飲み物 な ど を購入 した｡

第 2 回教 室 ( 6 月11 日) : 前半 は､ 対象者と支援ス タ ッ フ で

出か け る計画 を話 し合 い ､ 対 象者が 出か けた い 場 所 ･ 活 動 を

選択 して 出 し合い ､ 出か けた い 場 所が 同 じ対 象者で グル ー プ

を構成 した
｡

2 名か ら 5 名の 3 つ の グル ー プ に 分 かれ た｡ そ
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ソ ヨ ツ ピン ク)
で

く

召 還
あ 慧

雪 i.
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.
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一
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マ
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保環者 ヘ の 中開ア ン ケ - ト
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第
1 / 23 A 映画

･

待ち合わせ 場所 に 集合
･

おたすけプ フク の 配布
.

説明
7

回

敬
宅

1 / 23 ら シ ョ ッ ピ ン グ
バ ス の 利用

･

映画/ 貴い 物
･

食事
･

次 回 の や く そ く
1 / 2 j C 映両

I
# 糟者 ヘ の / ン ケ--ト

咋
国
式

2 / ?
_ O _

亡

体

･

鯵 T . W

_ B 授与

I3 たすもナブ ノク偲桁
･ 今ま で J) 教室の 感想

食
●

革会

の 後､ メ ン バ ー

の 紹介や出 かける約束を行 っ た｡ 後半 は､
ベ ー

ス ライ ン 査 定と して ､ グル
ー プ ごと にそ れ ぞれ 違 っ た コ ン ビ

ニ エ ン ス ス トア - 出か け､ 支援ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ッ ク : コ ン

ビ ニ 編｣ を用 い て 員 い 物 を行 っ た｡

第3 回教室 ( A : 7 月 8 日 ､ B : 7 月29 日 ､ C : 7 月29 日)

と第4 回教室 ( A : 8 月2 0 日 ､
B : 8 月2 6 日 ､ C : 8 月26 日) :

グ ル
ー プ ごと に それ ぞ れ の 場所 ･

活動 に出 か けた｡ グル
ー プ

に よ っ て は交通 手段 と して バ ス ･ 電車 を利用 した｡
｢お助 けブ ッ

ク｣ は ｢ バ ス編｣ ｢ 電車 編｣ ｢ ボウリ ン グ編｣ ｢ K パ ー ク編｣ ｢ 映

画編｣ を用 い た｡

第5 回教室 (10 月 8 日) : 前半は ､ それ ぞれ の グル
ー プが ､

出か け た時 の 写 真を用 い て ､ 第 3 回 ､ 第 4 回教室 の 様 子 の 発

表 を行 っ た ｡ そ の 後 に, お 出 か け後ア ン ケ
ー

トを実施 した ｡

後半 は ､ 次 の 出か ける 計画 を立 て る こ と と グル
ー プの 変更 を

ね ら い と して ､ 第2 回教室 の と きの よ うに 出か けた い 場所 ･

活動の選 択を行 い ､ 新たな グル
ー プ を決めた. そ の後､ グル

-

プ ごと に 分 か れ ､ 出か け る約束 を 行 っ た｡

第 6 回教室 ( A : 1 0 月21 日 ､ B : 1 0 月2 2 日 ､ C : 1 0 月21 日)

と第 7 回教室 ( A : 1 1 月11 日 ､ B : 1 1 月23 日 ､ C : 1 1 月25 日) :

グル
ー プ ごと にそれ ぞれ の 場所 ･ 活動に 出か け た｡ グ ル ー プ

によ っ て は交 通手 段 と し て バ ス を利用 し た｡
｢ お助 けブ ッ ク｣

は ｢ バ ス 編｣ ｢ ボ ウリ ン グ編｣ ｢ K パ ー ク編｣ ｢ カ ラオ ケ編｣ を

用 い た｡

第 8 回教室 (12 月17 日) : 前半 は ､ 対象 者と保 護 者に ､ 第 6

回 ､ 第 7 回教 室 の 様子 を撮影 した ビデオ を見 て も ら い
, 活動



を振 り返 っ た｡ そ の 後に , お出か け後ア ン ケ ー トを実施 した｡

後半 は
､ 次 の 出か ける計画 を立 て る こ とと グル

- プの 変更を

ね ら い と して ､ 第 5 回教室 の とき の よ うに 出か けた い 場 所 ･

活動 の選 択 を行 い ､ 新 たな グル
ー プを決 めた｡ そ の後､ グル

-

プ ごと に 分 かれ ､ 出か ける約 束 を行 っ た｡

第9 回教室 ( A . 1 月21 日 ､ B . 1 月21 日 ､ C : 1 月27 日)

と第10 回教室 ( A : 2 月11 日､ B : 2 月10 日 ､
C : 2 月1 0 日) ･

グ ル
- プ ごと に それ ぞ れ の 場所 ･ 活 動 に出か けた｡ グル

ー プ

に よ っ て は交通手段と して バ ス
･

電車を利用 した｡
｢ お助 けブ ッ

ク｣ は､
｢ バ ス編｣ ｢ 電車編｣ ｢ ボ ウリ ン グ編｣ ｢ 映画 編｣ ｢0 セ

ン タ ー

編｣ を用 い た｡

第1 1 回教室 ･ 修 了式 ( 3 月18 日) : 食事会を開 い て ､ 修 了証

書を授与 し ､ 社会的強 化 の 場 と し た｡

5 . 介入 手続 き

対象 者が 教室 で の 話 し合 い や 選択 が 行 える こ と､ 最 小限 の

援助 で 自ら社会資源 を利用 する こ と を考 え､ 支援ツ
ー

ル を工

夫 し , 支授 ツ ー ル を使う 支援 を行 っ た｡

1 ) 支 援ツ
ー ル

①お助 けブ ッ ク (資料 1 ) ･ 出か ける場所 ･ 活動 に 関する手

順や 交通機関 を利用 す る手順 を絵 ･ 写 真や 短 い 文章で 説 明 し

た も の o 持 ち歩 く の に 邪魔に なら な い 写 真サ ー ビス 判 サイ ズ

で ､ 見 開 きに 置 い て 見 る こ とが で きる
｡

1 頁 に 1 つ の 手順 を

絵や 写 真で 示 し､

ーF 側 に 短 い 説 明文 を つ けた｡ ま た､ 各頁 に

色枠 を つ け､ 場面が変わ る ごとに 色 を変 えた｡ 頁 の 上 の 部 分

に タ グを つ け､ 見 た い 頁 をす ぐに開けるよ う に した｡

｢ お 助 けブ ッ ク｣ は ､ 出か ける場 所
･

活 動に応 じて そ の 都

度制 作し､ 対 象者に 配布 した｡
｢ バ ス 編｣ ｢ 電車編｣ ｢ フ ァ

ー

ス

トフ
ー ド編｣ ｢ コ ン ビ ニ 編｣ ｢ 映画編｣ ｢ K パ ー ク編｣ ｢ ボ ウリ

ン グ編｣ ｢ カ ラオケ 編｣ ｢ 0 セ ン タ ー

編｣ の 9 つ を制 作 した ｡

②約束カ ー ド (資料 2 ) : い つ ･ 誰と ･ どこに出か けるの か､

何 時 に
･ ど こ で 待 ち合わせ る の か を記 入で き る写真サ ー ビス

判 サイ ズ の カ
ー

ド｡ 誰 と の 部 分 には プリク ラ シ
ー

ル を貼 るよ

うに した｡ 大 きい サイ ズ の 約束カ ー ドを別 に用 意 し､ 教室 で

の 発表 や振 り返 り の 際 に 用 い た｡

③あ そば っ とノ
ー ト ( 資料 2 ) : グ ル

ー プの メ ン バ ー 表や 約

束 カ ー

ドを入れ る市販 の ポケ ッ トア ル バ ム
｡ グ ル

ー プの メ ン

バ ー 表 に は名前 と
一

緒 に プリク ラ形 式 の シ
ー

ル を貼 るよ うに

した｡

④場所選 択 ボ ー

ド : 対象 者
一 人 一 人 が自分 の 意 見を主張 で

きる よ うに ､ 出か け る場所 ･ 活動 を話 し合 っ て 決 め る際に 使

用 した｡ 支援ス タ ッ フ が い く つ か の 場所 ･ 活動 を紹介 した後､

対 象者が 自分 の 名 前 カ ー

ドを出か け た い と思 う場所 ･ 活動 の

絵 や写 真 の~F に 貼 る こ と で 意 思表 示 を行 っ た｡

⑤あ そば っ と通信 ( 資料 3 ) ･ 自分 た ちが出 か けた場所 ･ 活

動 を振 り返 ると 同時 に 他 の グル
ー プが どん な と こ ろ に 出 か け

た の か を知 る た めに 作 成 した も の ｡ グル
ー プ ご とに 日に ち,

場所 な どの 説 明 と出 か けたと き に 撮 っ た写 真 を載 せ､ 家庭 に

郵送 した
｡

⑥お助 けブ ッ ク マ ン 舞台セ ッ ト ･ 1 年目第 5 回教 室で ､
｢ お

助 けブ ッ ク｣ を うま く活用 す る ポイ ン トを示 した 劇 と実 際 の
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のpL q t P

状況 を模 した シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 場面 で の 練習 に使用 したも の
｡

また ､ そ の 活用 の ポイ ン トをお助 けブ ッ ク マ ン の 写真 と共に､

｢ お 助 けブ ッ ク｣ に加 えて ､ い つ で も見られ る よ うに した｡

⑦振 り返 り写 真 ･ ビデ オ : 2 年目第 5 回､ 第 8 回教 室 で グ

ル ー プ ごと に 前 回 出か けた場 所 ･ 活動 の 発表 会を行 っ た 際 に

使用 し たも の
｡

⑧カ ラオ ケ予 約簡単カ ー ド : カラオ ケ本 の 中か ら歌 い た い

曲 名と 曲番 号だ けが 見 える よ うに ､ 1 曲分 の 欄 に あ わせ て 厚

紙 を切 り抜 い た も の ｡

2 ) 支 援 ツ ール を用 い た 段 階的 支援

対 象 者が
一

連 の お 出 か け行動 を習 得す る た めに , 教 室 担 当

者が 支援 ツ
ー

ル の 使 い 方 ､ 括月∃の 仕 方 を順 を追 っ て 説 明 し ,

各対 象者 の 支援 担 当者が補 助 を行 っ た｡

①ベ ー

ス ライ ン 査定 (第 1 回 ､ 第 2 回教 室) : 買 い 物や 集 団



知的障害者 を対象と した地域生活支援教室 ｢ あそば っ と教室｣ の 試行

行動､ 交通機関 の 利用 に必要な技能に つ い て ､ 実際の シ ョ ッ

ピン グセ ン タ ー

や コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア に出か けて 個 別 に評

価 を行 っ た｡ 評価 した項目 は､ 商品を選 ぶ､ 店員を捜 して 選

んだ もの を伝え る ･ 渡す､ 金 額を聞い て お金 を支払う､ お つ

り ､ レ シ
ー

ト ､ 品物 を受け取る､ 信号な ど の 交通 ル
ー

ル を守

る､
バ ス ･ 市電の 乗り降り､ 仲 間と ともに行動する､ 決 め ら

れた 時間 に集合する
, 自分 勝手な 行動を しな い 等で あ っ た｡

1 年目は､ 第1 回教室 で ､ 各対 象者が 支援ツ
ー

ル を持たず

に､ 自分 で 行え る社会資源 の 利用 技能を評 価 した
｡ 第2 回教

室で
､ 大学 で 支援 ツ

ー

ル ｢ お助 けブ ッ ク｣ の 使用方法を劇形

式で 説明 した後､
｢ お助けブ ッ ク : フ ァ

ー

ス トフ
ー

ド編｣ ｢ お

助けブ ッ ク : コ ン ビニ 編｣ を用 い て , 実際に お店で 手順 と対

応 させ て 使 うこ と がで き るか を評価 した｡ 実際の 場面で
､ 対

象者が員い 物の 手川如ミ分からなくな っ た ときは ､
｢ お助 けブ ッ

ク｣ を見るように 支援担当者が 促 した ｡

2 年目 は､ 第 1 回､ 第2 回教室 ともに､ 支援 ツ
ー

ル ｢ お 助

けブ ッ ク｣ を用 い て ､ 員い 物する様子 を評価 した｡ そ の 際の

手順 は 1 年目第 2 回教室 の と きと 同様で あ っ た ｡

②社会資源利 用 の 話 し合い (第2 回 ､ 第5 回教室 ､ 2 年目

は第8 回教室 も) :

1 年目 は､ 第2 回教室 で グ ル
ー プ分けを行い ､ 年間 を通 じ

て メ ン バ ー

を 固定 して
､ 同 じグル

ー プ で 活動 した
｡ 事前場所

ア ン ケ ー トに基 づ い て ､ 教室担当者が対象者 に3 つ の グル
ー

プに分かれ る こ と を提案 し､ 対象者の 希望 によ り
一

部組み替

えて 決 定した｡ グ ル
ー プ ごとの 話し合い は､ 出か ける場所 ･

活動の 選 択 ･ 決 定 -

出か ける約束とい う流れ で 行 っ た｡ 事前

場所 ア ン ケ
ー

トの 結果か ら選 択肢と して 3 - 4 つ の 出か けた

い 場所 ･ 活動 を提示 して ､
パ ン フ レ ッ トや写 真な どで 説明 を

し た後に､ 対象者そ れ ぞれが 場所 選 択ボ
ー

ドを使 っ て 自分の

希望 を出 し合 っ た｡ そ の 後に話 し合 い で 出か ける場所 ･ 活動

を絞 っ た｡ 出か ける約束は
, 日 時や待 ち合わ せ場所 な どの 約

束事項を決めて 約束カ ー ドに記入 し､ グル
ー プメ ン バ - の プ

リク ラ シ
ー

ル を貼 っ た｡ 日時な どの 決 定に は保護 者も参加 し

た｡

2 年目は､ 出か ける場所 ･

活動の 選 択
-

グル
ー プ分 け

-

出

か ける約束とい う流れ で 行 っ た
｡ 事前場所 ア ン ケ ー トの 結果

か ら､ 選 択肢と して 7 つ 程 度の 出か けた場所 ･

活 動を毎回提

示 して ､
パ ン フ レ ッ トや 写実な どで 説明 を した後に､ 対象者

が自分 の 出か けた い 場所 ･ 活動 を2 ケ所ず つ 選 択 した ｡ その

選 択結果 をもと に出か ける場所 ･ 活動を絞 り､ グル
ー プ分 け

を した
｡ グル

ー プ ごとの 話 し合 い で は､ ふ れ あい を図る ため

に､ 簡単なゲ ー ム や自己紹 介､ グル
ー プ の 名前や対 象者それ

ぞれ の 役割な ど を決 めた｡ 出か ける約 束 は ､ 日時や 待 ち合わ

せ 場所 な どの 約束事項 を決 め て 約束カ ー

ドに 記 入 し
､ グ ル

ー

プメ ン バ ー

の プリ ク ラシ
ー

ル を貼 っ た｡ 日時な どの 決 定は保

護 者も参加 し た｡

③社会資源 の 利用 (第 3 回 ･

第4 回教室 ､ 第 6 回
･

第7 回

教 室､ 2 年目 は第9 回 ･

第10 回教 室 も) : 待ち合わ せ場所 (富

山駅前) に 集合
-

交通機 関 ( バ ス ･ 市電) を利 用 して 移動 一

目的地 で 活 動 ･ 食事 - 交通機関 ( バ ス ･ 市電) を利 用 して 移

動
一

次 回の 約束 ･ 解散の 流れ で 行 っ た｡

支援 ツ
ー ル ｢ お助 けブ ッ ク｣ は ､ 出か ける場所 や 活動 に応

じて ､ そ の 都 度 配布 し ､ 頁 を めく りな が ら活 動の 手順 を説明

すると ともに､ 参照の 仕方 を繰り返 し指導した｡ 対象者が ｢ お

助 けブ ッ ク｣ を活 用する技能に合わせ て ､
｢ 支援担当者と

一

緒

にブ ッ ク の 使い 方 に慣れ る｣
- ｢ 支援担 当者と

一

緒にブ ッ ク

を使 っ て 手順 を 行う｣
- ｢ ブ ッ ク を見て

一 人 で 手 順 を行う｣

の ように段階 的 な援助 を した｡ 交通 機関 ( バ ス ･ 市電) を利

用 して の 移動で は ｢ お 助けブ ッ ク : バ ス 編｣ ｢ お助 けブ ッ ク :

電車編｣ を用 い た｡ 目的地 で は､ それぞれ の 活動に応 じて ｢ お

助けブ ッ ク : 映画編｣ ｢ お助けブ ッ ク : K パ ー ク編｣ ｢ お助 け

ブ ッ ク : ボウリ ン グ編｣ ｢ お助 けブ ッ ク : カ ラオ ケ編｣ ｢ お助

けブ ッ ク : 0 セ ン タ ー 編｣ を用 い た｡

以上 の 支援に加え て ､ 1 年目 は シ ュ ミ レ
ー

シ ョ ン 場面で の

練習､
2 年 目は社会資源利 用 後の 発表会を 行 っ た｡

④シ ミ ュ レ -

シ ョ ン場面で の 練習 ( 1 年目第5 回教室) : 実

際に社会資源 の 利用 を行 っ た結果 ､ 対象者に共 通す る問題 点

が浮 かび 上が っ た｡ それ は､
｢ お助 けブ ッ ク｣ を手 に持 っ た状

態 で 手 を使う動作 が で き ない
､ 店員と の 言葉 の や りと りが 上

手 くで きな い
､ や り とり を無視 して お金 を 払お う とする､ お

金の 支払い を した後に荷物や商品を忘れ るで あ る
｡ そ こ で

､
｢ お

助 けブ ッ ク : 映画編｣ を使 っ て ､ これ らの こ と を取 り上 げて

指導 した. 映画館の チ ケ ッ トカ ウン タ
-

を模 した場面を設 定

し､ 劇形 式 で 4 つ の ポ イ ン トを強 調 して 対象者の 理 解を促 し

た｡ 次 に､ 対象者が ｢ お助 けブ ッ ク｣ を使 っ て チケ ッ トを買

う練習 を した｡ 対象者がポ イ ン トを理 解 で きる よ うに繰 り返

し行 っ た｡ これ 以後の 教室 で は､ シ ミ ュ レ
-

シ ョ ン で 取 り上

げた 活用 ポイ ン トに注意 して ｢ お 助 けブ ッ ク｣ を使 うように

支援 した｡

⑤社会資源利用 後の 発表会 ( 2 年目第5 回 ､ 第8 回教室) :

2 年目 は､ 毎回 活動する グル
ー プ が替わ る こ と､ 様々 な社会

資源 を利用 する よ うに な っ た こ と か ら､
互 い の グル

ー

プの お

出か けの様子 を交流 しあ う こ とで ､ 対象者が よ り主 体的 に参

加する の をね らい と した｡ 第 5 回教室 で は
､ 第3 回 ､ 第 4 回

教室 を写 した 写真 を用 い て ､ グル
ー プ ご とに お出か けの 様子

を発表 した｡ 教室 担当者がイ ン タ ビ ュ
ー

形 式で お で かけの 様

子 を 聞い て い っ た
｡ 第8 回教室 で は､ 第6 回 , 第 7 回教室 の

発表を グル
ー プ ごと に した後 に､ お 出か けの 様子 を撮影 した

ビデオ を互 い に見合 っ て
､ 感想を話 し合 っ た｡ ビデオ は 各グ

ル ー プの 様子 を10 分 ほ どに編集 した もの を用 い た ｡

6 . ア セス メ ン ト

1 ) 出か ける技能の 課題 分析 と 評価

①ベ ー ス ライ ン査 定 : 1 年目第 1 回教室 で は､ 員 い 物手 順､

集団行 動 を課題 分 析 した ｡ 評 価 は ｢ で きる ､ 仲 間 の 様子 を見

て ､ 指示さ れ て ､ ス タ ッ フ の 援助 で
､

で き ない｣ の 5 段階で

チ ェ ッ ク した｡

1 年目第2 回教室 ､
2 年目第 1 回､ 第2 回教室 で は支援ツ

ー

ル を使 っ た 買 い 物 手順 ､ 集団 行動 を課 題 分析 し た｡ 支援 ツ
ー

ル ｢お助 けブ ッ ク｣ に綴 っ た手 順の
一

つ ずつ を ｢ で きる ､ ブ ッ

ク を参照 ､ 仲 間 の 様子 を 見て ､ 指示さ れ て
､

ス タ ッ フ の 援助
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で
､

で きな い｣ の 6 段階 で 評 価 した ｡

課 題分析の 評価 は各対 象者の 支援担当者が 行 っ た ｡

②社会資源 利用 技 能 の 評価 : 第 3 L司教室か らは グル
ー プ で

出か ける場所 ･ 活 動を課題 分析 した｡ 支援 ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ッ

ク｣ に 穀 っ た手順 の
一

つ ずつ を ｢ で き る
､

ブ ッ ク を参照 ､ 仲

間の 様子を見て , 指示され て ､ ス タ ッ フ の援助で ､ で きな い｣

の 6 段階で 評 価 した
｡ 課 題分 析 の 評 価は各対 象者の 支援担 当

者が 行 っ た ｡

2 ) 事前 ア ン ケ - ト

①対象者 - の 事前場所 ア ン ケ ー ト ニ 教室 で 出かけた い と思

う場 所
･

活 動を把握 する こ と を目的 と した｡ 電 車や バ ス な ど

の 交通手 段を用 い て 利用 で き る1 6 の 社会資源の それ ぞれ に つ

い て ､
パ フ レ ッ トや具 体物 を用 い て 説 明 を行 っ た上で ,

｢ とて

も行き た い (○) ､ ま あま あ行 きた い ･ 分か ら な い (△) ､ あ

ま り行 きた くな い ( ×) ｣ の 3 段 階で 答えて もら っ た｡

②保護 者 - の 事前ア ン ケ
ー

ト . 出か ける こ とに対 する対 象

者の 関 心
･

実態 と ､ 対 象者が出か ける こ と に対 す る保 護者の

意識を把 握 する こ と を目的 と した
｡

対 象者の 実態 は ､ 普 段の 日 の 帰宅 後 の 外出､ 仕事 の な い 休

日 の 外汁1 ､ 外出 の しな い と き の 過 ご し方 に つ い て
､ 記入 式 ･

選択 式 で 回 答 して も ら っ た｡ 保 護者の 意 識に つ い て は ､ 対 象

者が 出かける場所
･

活 動､

一

緒に出か ける 人 ､ 休み の 日 に出

か ける こ と､ 普 段の 日 に仕事帰 り に出 か ける こ と に つ い て ､

記述 式
･

選 択式で 回答 して も ら っ た｡

3 ) 社 会資源利 用 後ア ン ケ ー ト

グ ル
ー プ ごとに お出 かけを実施 した後 に ､ 対 象者､ 保護 者

が どの よ うな意 識を持 っ たか を知 る目 的で 行 っ た
｡

①対 象者 - の お 出か け後ア ン ケ - 卜 : 対 象者が 出か けた こ

と に対して どの ような意識を持 っ たかを知る目的 で行 っ た｡
｢ お

出 かけが楽 しか っ たか｣ ｢ また ､ 出か けた い か｣ ｢ グル
ー プ で

出か けて 楽 しか っ た か｣ ｢ お助 けブ ッ ク を使う の は難 しか っ た

か｣ ｢ 約束カ ー ドはあ っ た方が い い か｣ な どの10 項 目に つ い て ､

｢ は い (○) ､ まあ まあ (△) ､
い い え ( ×)｣ の 3 段 階で 答 え

て も ら っ た｡

②保護者 - の 事 後ア ン ケ ー ト
'

対 象者の 出か ける こ と に対

して ､ 家庭 で の 実態 と保護者の意 識を知 る こと を目的と した｡

ボラ ンテ ィ ア と計画 を立 て て 約束する こ と､
｢ 約 束カ ー ド｣ や

｢ お助 け ブ ッ ク｣ を使う こ と ､ 交通機関 を利用 する こ と､ 教

室 の 運 営 の 仕方 な どに つ い て ､ 対 象者の 様子や 保 護者の 考 え

を質 問 し ､ 記 述式 ･ 選 択式 で 回答 して も ら っ た｡ 保護者 - 郵

送 に よ り実施 した ｡

7 . 社会 的 妥 当性の 検討

知的 障害者が地 域 の 社会資源 を利用 す る こ と､ 利用 に 際 し

て 支援 ツ
ー

ル を用 い る こ と, 知的 障害者 の 地域 生 活支 援教 室

を行 う こ とな ど に つ い て ､ 知 的 障害者 と 関わ り を持 っ た 人が

ど の よ うな評 価 を し て い る の か を検討 す る こ と をね ら い と し

た｡

1 ) 利用 した施設 の 従業員 へ の ア ン ケ ー ト

あそば っ と教室 で 利用 した施設 の 従 業員 - の ア ン ケ ー トは､

あそ ほ っ と教 室 で 出 か けた先 で 対 応 して くれ た従 業 員 を対 象
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に 行 っ た｡ 知的障 害者が 出か け る こ とに 関す る意 識 ･ 意 見 ･

感想を知 る こ と を目的 と して 実施 した｡

2 ) ボ ラ ン テ ィ ア ヘ の ア ン ケ
ー ト

あ そば っ と教室 に 対 象 者の 支援担 当者と して 参加 したボ ラ

ン テ ィ ア - の ア ン ケ
ー

トは
､ あそ ば っ と教室 に ボ ラ ン ティ ア

と して 参加 して く れ た 人の 中で ､ 障害児教育専攻 の 学 生で は

な い 人を 対象に行 っ た
｡ 知的 障害者が 出か ける こ と に関する

意 識 ･ 意 見 ･ 感想 を知 る こ と を 目的 と し て 実施 した｡

Ⅲ
｡ 結果および考察

対 象者が社会資源 を利用 す る際に は､ 必ず課 題 分析の 評 価

を行う こ と に し て い たが ､ 実際に は対 象者 ごと に 支援担 当者

を確保 で きな か っ た り､ 課題 分析に よる記 録を十 分 に取れ な

い 場合が生 じた｡ そ こで ､ 2 年間を通 じて 教室 に多く参加 し ,

課 題分析の結 果が残 っ て い た s l
､

s 3 ,
s 5

､
s 6 ､

s 8 ､

s 9 の 6 名 に つ い て ､ 1 年目に つ い て は バ ス と映画館の 利 用

の 経過 を T a ble 4 に ､
2 年目 に つ い て は ボウリ ン グ､ カ ラオ

ケ､ 映 画 館の 利用 の 経 過 を T a bl e 5 に 示 した｡

対象者が社会資源 を利月] する こ と に 関 して
､ 対 象者と保 護

者が どの よ うな意 識 を持 っ て い たか に つ い て ､ 事前ア ン ケ -

トと社会資源利用 後ア ン ケ
ー

トの 結果 を T abl e 6 に示 した｡

対 象 者の お 出か けに 関す る意 識､ お助 けブ ッ ク の 利用 ､

一 緒

に 出か けた い 人 ､ さ ら に 対象 者が 出か ける こ と に 対す る保 護

者の 意識､

一

緒 に 出か けて ほ しい 人 の 項目 に つ い て まとめた｡

加 えて ､ あそ ば っ と教室で 利用 した施設 の 従業員 - の ア ン

ケ
ー

ト結 果 と､ あそ ほ っ と教室 に 対象 者の 支援担当者と して

参加 した ボ ラ ン テ ィ ア - の ア ン ケ ー ト結果 の う ちか ら､ 知的

障害者の 社会資源 の 利用 形態 や方 法 ､ あ そば っ と教室 へ の 評

価 の 項 目を F ig .
1 と F l g .

2 に まと めた｡

1 . 対 象者 の 支 援ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ッ ク｣ の 活 用状 況

出か ける場所 ･ 活 動に応 じて 支援ツ
ー

ル ｢ お助 けブ ック｣

を作 成 し ､ その 都 度 提供 し て ､ 対 象者が ｢ お 助 けブ ッ ク｣ を

活用 し､ 自ら社会 資源 を利用 す るよ う に援助 し たが
､ 対象 者

に よ っ て ,
｢ お助 けブ ッ ク｣ に つ い て の 理 解や 使い 方 に 違 い が

み られ るよ うに な っ た
｡ 文字を読んだ り ､ 絵 や写 真 の 内容を

把握 する こ とが苦 手 で ｢ お助 けブ ッ ク｣ の 内容を十 分に 理 解

で き て い ない 者､
｢ お助 け ブ ッ ク｣ の 内容は 一 応理解 し て い る

が ､ 実際の 場面で 必要な頁 ･ 内容が探せ な い 者､

｢ お助 けブ ッ

ク｣ の 内容を理解 し ､ 自分 の 使い 方 で 使 い こ なす者と様々 で

あ っ た｡ こ こで は､ s 3 ､ s 8 , s 9 の 社会 資淑 利用 場 面で

の 実態 と ｢ お助 け ブ ッ ク｣ の 活用 状 況 に つ い て 検討 す る｡

1 ) s 3 に つ い て

s 3 はと て も社交 的 で
､ 自分 か らボ ラ ンテ ィ ア に 話 しか け

て ､ 言葉で コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ン を とる こ とが で きた ｡ 自分 の

行 い た い 活 動や 欲 し い も の を選 ん だ り ､ 主張 する こ とが で き

た ｡ 社会 資源 の 利用 に 関 して も､ こ れ まで の 経験か ら, レ ジ

に な らぶ 手順 な どを身 に つ けて い た｡ そ の
一

方 で
､ 品物 を忘

れ て 自分 の 興味 の ある も の の ほ う - 行 っ て し ま っ た り､ 集 団

か ら離れ て
一 人で 行動 す る こ とがみ られ た｡



知的障害者を対象 と した地域生 活支援教室 ｢あそば っ と教室｣ の 試行

s 3 は支援担 当者に尋ね た り確認する こ とが しば しばみ ら

れ た｡
｢ お助 けブ ッ ク｣ を見る よ うに促 して も､ 実際の 場面で

対 応する頁 を 開く こ とは まれ で あ っ た｡ 支援担 当者が 開 い て

見 せて も､ 書か れ て い る説明 を読ん で 理 解する こ とが で きな

か っ た｡ その ため､ 言葉がけ (例え ば ｢ 財 布を出 して｣ ｢ 0 0

円だ よ｣) や支援担当者と
一

緒に行う (例えば､

一

緒にカ バ ン

の 中 をみ る､
s 3 を呼び 止 めて ｢ 次 は 0 0 だ よ｣ と場所 を指

さす) な どの 援助 を必要と した ｡ 素直に援助 を受け入れ て ､

社会資源 の 利用 ( ボ ウリ ン グ をする､ 映画を見るな ど) を果

た して い るよ うで あ っ た｡ 分 か らな い こ と ･

で きな い こ と は

周 りの 人 に援助 して もら うとい う状況に普段か らある ため ､

不得手 な文字を読んで ､ 内容の 把握 しづ らい ｢ お助 けブ ッ ク｣

を苦労 して 用 い る まで に到 らな か っ た
｡

こ の よ うに ､
s 3 にと っ て ､

｢ お助 けブ ッ ク｣ は機能 して お

らず､ 社会資源 の 利用 に際 して 必要性も低い もの で あ っ た｡

周 囲に援助 を求め､ 得 られ た援助に 従 っ て ､ 社会資源 の 利用

を果 たす こ とも社会的 ス キ ル の 1 つ と考え る こ と もで きる｡

しか し ､
s 3 にと っ て 必 要な支援者がい つ も身近 に い ると は

限 らな い ｡ 支援者が 身近 に い な い 状況で ､ 周 囲か らう まく援

助 を得る方法 を検討す る こ とも必 要で あ ろう｡ また ､ 活 動の

手順 を文 字や 絵で 示す ような ｢ お 助 けブ ッ ク｣ の 使用 は無理

で あ っ たと して も､ s 3 に と っ て よ り負担 の 少 なく効率的 に

必要な援助が 得られ る支援ツ
ー

ル の 在 り方を検討 して い く必

要が あ ろう｡

2 ) s 8 に つ い て

s 8 は単語 を並 べ て 言葉で コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を と る こ と

が で き たが ､ 自分の 選 ん だ こ と を相手 に伝え ると き な どに緊

張 して 口 ごもり､ 支援者の声かけを必要とする こ とがあ っ た｡

グ ル
- プ活動や 社会資源 の利用 に つ い て は積極的 で あ っ たが､

自分 の 思 い 込み で 行動する こ とが あ り､ 周 囲を待たずに先 -

行 っ て しま っ た り､ 仲間 の た め に した こ と が無用 の お節介と

と られ て しま う こ と もあ っ た ｡

s 8 は出 か けた場所 ･

活 動 (映画 ､ ボ ウリ ン グ ､ カ ラオ ケ

な ど) の い ずれ に つ い て も利用 した経験が あ り､ 自分で 行 え

る こ と も部分的 に かな り あ り､ 周 り の 人 の 動 きをみ て 何 をす

れ ば よ い か を判断で きた｡ そ の
一

方で ､ 次の 場面に移動する

とき (例えば､ ボ ウリ ン グで 靴と荷物を持 っ て 指定された レ ー

ン - い く､ カ ウン タ ー - 移動す る) や 施 設 の 従業員とや りと

り をすると き (例えば ､ 療育手 帳を 見せ る､ お 金 を払 う) に

は､ 支援担当者の 言葉が けを 必要と した ｡ 言葉をか けられ る

と､
｢ お助 けブ ッ ク｣ を見て 確認 し､ 次 の 行動 - 移る こ とが で

きた ｡ カラオ ケ で は自分か ら曲 を選ぼ うと した が､ リ モ コ ン

操作が分 か らな い と援助 を求 めて き た
｡ 支援担当者が ｢ お助

けブ ッ ク｣ を見なが ら扱い 方 を説明する と､ 自分で 操作 を行

える よ うに な り ､ 次 の カ ラオ ケの 利用 で も ｢ お助 けブ ッ ク｣

を見て 自分 で 行う こ とが で き た｡

こ の よ うに､
s 8 にと っ て ､

｢ お助 けブ ッ ク｣ は社会資源 を

利 用す るた めの 手が か りと して 部分的 に は機能 して お り､ 利

用 する際に必 要で ある と理解さ れ て い た｡ しか しな が ら､ 集

団で 行動すると きや 人 とや り とり をする とき に は､ 促 さ れれ

ば 確認 する こ と がで き るもの の
､ 自ら参照 して 自律的 に対応

する まで に至 らなか っ た｡ 実際の 場面で の 人 と の や り とり は

T a b一e 4 社会資源利 用 行動の課題分 析と支援経過 ( 1 年 目)
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○ ○ ○ ○ rJ X - - △ ○ - 0 - × ○ ○ C l - 0 ⊂) ○ ⊂) ○ - ○ - ⊂) ○ - 0 0 0 () () O C I 0 - △ 0

⑥お 助けブ ッ クを使 うの は難しか つ た か △ ○ × △ △ ○ - - ○ × - × - × ○ × A rJ - 0 ○ × △ C ) × - △ ⊂) -

× ○ ○ 0 ⊂) ∠ゝ ○ A - △ ○

の ⑦家でもお助 けブ ッ クを使 い た い か ○ ○ × ○ × △ - - △ C) - (⊃- × ○ × ○ ○ - ○ C l X ○ ○ ○ - △ 〔) - (⊃ △ 0 O x () ○ △ - △ ○

轟⑧誰と 出か けた い か
･

一

人で △ △ △ △ × × × × × く⊃ 0 0 × ∠ゝ C I C ) × ○ × ×

･ 友達 と ○ () ○ × X X × × 0 ○ C I O × ⊂) (⊃ ○ ○ ○ × ○

･ ボ ラ ン テ ィ ア と (⊃ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ C ) ( ⊃ こ) (⊃ ○ ⊂) ○
･

家族 と × × △ 0 ○ × ⊂) C) 0 ○
-

○ ⊂) x ○ C I 0 ○ () ⊂)

①本人とポラで 計画 . 出かけることに つ い て ◎ @ ◎ o △ ○ ○ △ ◎ ◎ ◎ o ◎ ○ ◎ 0 ○ △ ○ o 0 @ @ (o ○ ○ ○ o
J ◎ ◎ ◎ o ◎ C ) ○ ⊂) 0 ○ ◎ ◎

②家庭で も こう した機会を作り た い △ ○ △ △ △ ◎ ◎ ○ (⊃(⊃ ○ △ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ △ △ △ ◎ △ ◎ 頃 ○ △ △ △ ○ 0 (⊃ ○ ○ ○ ○ (⊃ C ! △- △

(⊃ ○ ○ o △ (⊃ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ @ @ @ - △ △ △ (⊃ ◎ ◎ ○ o 0 △ △ △ 毎) ◎ 6J 唾 (⊃ ○ ○ 0 @_
) 0 0 0

△ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ ○ △ △ × △ × × △ △ △ ○ ⊆) △ △ △ △ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○(⊃ 申 △ ○ △

ひ ひ友 友 求 ひ ひ ボ ひ ひ友 ひ 友~ 友

ポ 衣 ポ ポ 友ボ 演 友ポ ひ友 友ポ 衣
t シ ョ ッ ピン グセ ン タ ー やデ パ - ト ポ家 ひ友 ポ ポ 友ポ 求 友ポ ひ友 友ポ 友
･ 日帰り旅行や

-

泊程度の 旅行 ポ家 衣 求 求 友ボ ボ 友ポ ひ 友 友ボ 求

対象者の 者織 は い [司 まあ まあ [ヨ い い え [ヨ

保護者の 意識 大変 よい 圃 よい [ヨ どち らで も 迅 よく ない [ ヨ

- 人で 田 友達と 固 ホラン ティアと[亘] 家族と 澄

1 年1 : 1 年目第5 回 教室で の お 出か け後ア ン ケ ← トをさす o
i;X 下 問様に ､ 1 年2 : 第7 回 教室後の ア ン ケ -- ト

､

2 年1 . 2 年目第5 回 教室で の ア ン ケ ー ト ､ 2 年2 : 簡8 回 教室 で の ア ン ケ ← ト

同 じようで も異 なる部 分 も多く ある｡
｢ お助 けブ ッ ク｣ の 説 明

で は状況 や 相手 の 意 図 を理解 す るの に 不 十分 で あ っ た と考 え

られ る｡ s 8 は対 人 的 な場面 で 緊張 した り不 安 に な りが ち で

あ っ た｡
こ う し た s 8 の 対 人的 なか かわ り で の 弱 さ が影響 し

た こ と も考 え られ る｡ 対 人的 な か か わ りで の 緊張 や 不安 を解

1 2 0 -

く よ うな支援 ツ
ー

ル が 必要 な の か も しれ な い
｡

3 ) s 9 に つ い て

s 9 は簡単な文 に より言 葉で コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を とる こ

とがで き た｡ グ ル
ー プ の 様 子 を気 に か け なが ら､ 仲間 の ペ ー

ス に 合わせ て 行動 す る こ とが で き た｡ 仲 間に 活 動 の 手順 を教



知的障害者を対象と した地域生活支援教室 ｢ あそば っ と教室｣ の 試行

① 一

人で 出 かけ るこ と

.
声
く変よ い

よ い

どちら で も

よくない

②付き添 い と
- 緒に 出かけるこ と

大変よい

よ い

どらら でも

よくない

③お助け ブッ クを使う こ と

大食よ い

よ い

どちらで も

よくない

雀) こ ちらの 施設 ･ お店を利用するこ と

大変よい

よい

どちらで も

よくない

0 1 2 3 4 5

( 人)

F i g .
1 利 用 した 施設 の従業員の 意識

えた り､ 率先 して グル
ー プ を率い る 姿をみせ た｡ ま た､ トイ

レ - 行くと きや 集団 か ら離れ る とき は､ 支援担当者や 他の 仲

間 に 一 声か けて い く 気遣 い を示 した｡ 社会資源 の 利用 で は､

お金 の 支払 い に 普段 か ら慣れ て お り､ 自分か ら両 替 した り､

必要な金 額を用意 して い た｡

s 9 は ｢ お 助 けブ ッ ク｣ を見る こ とが定着 して お り､ 支援

担当者の 援助 を受ける こ とな く､ 自ら行動 して い た
｡ 次の 行

動を確認するだ けで なく ､ 困 っ たと きも ｢ お助けブ ッ ク｣ を

見て ､ それ を示 して 支援担当者に確認 を求 めるこ とが あ っ た｡

かな り先 の 行動に つ い て も､
｢ お助 けブ ッ ク｣ を見て 確認 する

こ とが あ っ た ｡ こ れ は行動の 最 中に動き なが ら ｢ お助 けブ ッ

ク｣ を見る の は大 変で ､ 両手 がふ さが っ て 活動 に支障 を きた

した り ､ 遅 れ た りする こ とが あ るの で
,

s 9 な りに自分で 使

い 方 を工 夫 して い る と考えられ る｡

こ の よう に ､ s 9 に と っ て ､
｢ お助 けブ ッ ク｣ は社会資源 を

有 効 に利用 するた め の 手が か りと して 機能 して い るだ けで な

く､ 活動の 手順 が分か っ て い る場合に も､ 手順 の確認 ･ リ ハ ー

サ ル の 手段 と して 働 い て い た. さ らに ､ グル
ー プ活 動 で 他の

仲 間や 支援者との コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に も活用 され て い た ｡

s 9 の よ うに 自分 な りに 使 い こ なす の は簡単な こ とで はな い

が ､ 単なる活動 の 辛 がか りと して だ けで はな い
､

｢ お助 けブ ッ

ク｣ の 新たな活 用 の 仕方 を示 して くれ たと い える｡ ま た､ 絵

- 21 -

① -

人で 出かけ るこ と

で 至 上
-
.

､

よ い

どち らで も

よく な い

②付き添い と 一 緒に出か ける こと

大変よ い

よ い

どちらで 季)

よく ない

③お助けブッ ク を使うこ と

大饗 よ い

よい

どち らで も

よく ない

④あそば っ と教室の取 り銘み に つ い て

大変よい

よい

どち らで も

よくな い

0 1 2 3 4 5 6

t 人)

F i g .
2 参加 したボラ ン テ ィ ア の 意識

や 写 真と短 い 説 明文 だ けの ｢ お 助 けブ ッ ク｣ で は､ 細か な 状

況 の 様子 や状況 の 変化 に応 じた行動 の 仕方 な どまで 伝える こ

とは難 しい ｡ s 9 が何度も確認 して い る様子 をみ て い ると､
｢ お

助 けブ ッ ク｣ に対 して 物足 りな さ を感 じて い た と も考 え られ

る｡

2 . 社会資源を利用す る ことに 対する対象者と 保護者の 意識

1 ) 社会 資源 を利用 した こ と に よる対 象者の 意識

社会資源 を利用 した こ と に対する対象者の 評 価は ､ そ の と

きの 活 動の 様子 に よりや や左 右 され た が､ お おむ ね肯定的 な

意 見が 示 され た｡

しか し､ 通 常との ち ょ っ と した違 い が
､ 社会資源 を利用 す

る こ とに対する対 象者 の 評価を 左右 し､ そ れが 社会資源 を利

用す る こ と をた め らう理 由 にな りか ね ない 危険性が ある こ と

が危 供され た
｡ 対 象者 の 評 価 の 低 い と きは ､

バ ス の 待ち 時間

が長 か っ た ､ 夏休 みや 年末 の 休日で 施設 が 混ん で い た ､ カ ラ

オ ケで 自分 の 思 っ て い た 曲 を歌えな か っ た な ど の エ ピソ ー

ド

が報 告 され た｡ こ う した エ ピソ ー ドが､ お 出か けそ の も の の

評価 を左右 して い た｡ 刻 々 と変わ る現場の 状 況 を伝 えて
､ 対

象者が前向き に 対 応 して い ける方 法 を検 討 して い く必要が あ

る｡

｢ お助 けブ ッ ク｣ を使 う こ と に つ い て は ､ 同
一

の 対象 者で

もそ の と き どきで 評 価 が変わ り 一 定 しな か っ た ｡ 出か ける場



所 ･ 活 動 に よ り､

｢ お助 けブ ッ ク｣ を使う場 面や状 況が 異 な っ

た｡ 活動 の 内容に よ り､
｢ お助けブ ッ ク｣ の 頁数や そ の 難 易度

も
一

定 しな か っ た｡ ま た ､ 出か け る場所 ･ 活動に よ っ て ､ あ

る い はス タ ッ フ側 の 準備 状況に よ っ て は､ 事 前に ｢ お助 けブ ッ

クJ を使 う練 習 が十 分 に で きな い とき もあ っ た ｡
こ う した そ

の とき どき の 条件 の 違 い が ､ 対 象者の 評 価 に 表れ たと考 えら

れ る｡

｢ お 助けブ ッ ク｣ の 作成に 当た っ て は､ 実際に 利 用す る 施

設 に 出向き ､ 教室担 当者が 自分 で 利 用 して ､ 課 題分 析を行 っ

たが､ 課題分析を行 うガイ ドライ ン ･ 基準が不明確で あ っ た｡

それ をブ ッ ク と し て 作成 す る とき も､ そ の 作成 の 基 準 が暖昧

で あ っ た
｡ そ の ため今後は､ 対象 者の 特性 に見合 っ た支援ツ

ー

ル を提 供す る基 準 を検討 して い く必 要があ る｡

2 ) 社 会資 源 を利用 す る 際に 出か け た い 相手

対 象者が 出か ける際に 一 緒に出か けた い 相手 と して ､ 3 つ

の 意 見 が見 い だ せ た｡ 第1 は ､ s 5 , s 6 ､ s 8 ､ s 9 の よ

う に ､

一

人 ､ 友 だ ち､ ボ ラ ン テ ィ ア ､ 家族 の い ずれ と も 出か

けた い と い う意 見で あ っ た ｡ 普 段か ら 一 人 で 出か ける機会も

あ り､ 出か け る こ と に た めら い を 感じて い な い た めで ある ｡

誰 とで も積極 的 に 出か けた い と い う考 えで あ る｡ 第 2 は ､ s

3 ､ s 4 ､ s l O の よ うに ､

一 人や 友だ ちとよりも､ ボラ ン テ ィ

ア や 家族 と 一 緒 に 出か けた い と い う意 見で あ る｡

一 人や 友だ

ちと出 かける こ と に はた めら い が あり ､ ボ ラ ン テ ィ ア や 家族

と い っ た援 助 の 受 けや す い 人 とな ら安 心 して 出か けられ ると

い う考 え で あ る｡ s l ､ s 3 ､ s 7 の よ うに ､ 家族 以外 の 友

だ ちや ボ ラ ン テ ィ ア を出か け たい と い う意 見もあ っ た
｡ 友 だ

ちや ボ ラ ン テ ィ ア と 出か ける経験を積 む うち に ､ 家族 か ら離

れ て ､ よ り自由で 自律的 に 出か けた い と い う考え で ある｡

3 ) 対象 者が社 会資 源 を利用 す る こ と に 対 する 保護者 の

意 識

対象者が 保護 者以外 の 人と 出か ける こ とに は､ ど の 保護 者

か ら も肯定的 な考 えが 示さ れ たが ､ 出か ける 際に 対象 者 に 望

む こ とに は違 い が 見 られ た｡

一 人 あ る い は友だ ちと出か ける

経験を積 んで ほ しい の で ､ そ の た め に ｢ お 助 けブ ッ ク｣ も活

月] で きる とよ い とす る考 えと ､ 家ノ族で 出か ける機会 を増や す

の が難 し い の で
､ ボ ラ ンテ ィ ア と楽 しく出か ける 経験を積 ま

せ た い と い う考えで ある｡

そ の た め に ､ あそ ば っ と教室 に対す る評 価 も異 な っ た
｡

s

8 ､ s 9 ､ s l O の 保護 者の よ う に､ 計画 を立 て て 出 か ける こ

と､

｢ お助 けブ ッ ク｣ を使 うこ と を評 価 し ､ 家庭 で も ｢ お 助 け

ブ ッ ク｣ を使 う こ と に 前 向き な意 見が あ っ た ｡ 対 象者 が社 会

資源 を利用 す る技能 を積極的 に 評 価 し､ 自律的 に 社会 資源 を

利 用す る こ とを認 め て い た｡
s 3

､
s 4

､
s 7 の 保護 者 の よ

うに ､ あそ ほ っ と教 室 で 計画 を立 て て ､
｢ お助 けブ ッ ク｣ を使

う こ とは 評価 し て い て も ､ 家庭 に は必 要 がな い と い う意 見が

あ っ たo 家庭 で は 家族 と
一

緒 に 行 動す る こ とが多 く ､ 対 象者

が 自分で 社会資源 を利用す る こと まで は認め て い な い
｡

s 5
､

s 7 の 保護者 の よう に ､
｢ お助 けブ ッ ク｣ を あそば っ と教 室で

使う こ とも､ 家庭 で 使 うこ とに も疑 問を持 っ て い る意 見があ っ

た｡ 家 族や ボラ ン テ ィ ア が付 き添 っ て 援 助すれ ば よく､
｢ お助

けブ ッ ク｣ を出 か けた先 で 使う に は周 幽 の 状況 を考 える 必要

があ ると い う意 見で あ っ た｡

3 . あそ ば っ と 教室の 社会 的妥 当性の 検討

1 ) 利用 した施設 の 従業員 の 意識 に つ い て

利用 した施設 - の ア ン ケ
ー

トは 5 つ の 施設 を対象と したが､

その う ち､ 3 施設 が知 的 障害者と接 した こと が ある と回答 し

た｡ ど の 施設 で も付 き添 い が あれ ば ､ 利 用 に 問題 は な い が ､

一 人 で 利 用す る こ と に は否定 的 な意 見が 出さ れ た｡ こ れ は､

知的 障害者に対 し特別 な対応 が で き な い
､ ど の よう に接 して

よ い か分 か らな い ､ ア ク シデ ン トが あ っ たと き に 困 るな どが

理 由と して 考 えられ る｡

知 的障 害者が施 設 を利 用す る こ と自体に つ い て は肯 定的 な

意 見 が多か っ た｡ G 店 で は ｢ 最低 限 の マ ナ
ー

を守 っ て も ら え

るな ら ･ ･ ･

｣ ､
K 店 で は ｢ 特別な 対応 は難し い が , で きる限

り対応 した い｣ と回答 して い る｡ こ の よ う に､ 知的 障害者が

一
一

般 の お 客と同様 に施 設 を利 用す る こ と は問 題 な い が ､ 特別

な対応 を求 め られ る こと を心 配して い る と考え られ た｡

｢ お助 け ブ ッ ク｣ に つ い て は, ア ン ケ
ー

ト時 に 実物 を見せ

る こ とがで きなか っ た ため､

｢ よく 分か らな い｣ と い う 回答が

多か っ た｡ 実際に障害者本 人がお 助 けブ ッ ク を利 用 して い る

場面を 見て も らう こ とが で きれば ､ も っ と意 見や 感想 を 聞く

こ とが で き な の で は な い か と考 えられ る ｡

2 ) 対象者 の 支援 担 当者と して 参 加 し たボ ラ ン テ ィ ア の

意 識 に つ い て

今 回 の あ そほ っ と教室 に 参加す る以 前に知的 障害者と接 し

た こ と の な い 6 名 を対 象と した｡

知 的障 害者が社会 資源 を利 用する こ と に つ い て は ､ 全員 が

｢ 大変よ い｣ と 回答 したが
､

一

人で 利用 するこ とに つ い て は､

障害 の 度 合 い に よ っ て は付き添 い と 一 緒 の 方 が望 ま し い と い

う意 見 もあ っ た ｡ これ は､ 付き添 い があ れば ､ 不 測 の 事態 に

も対 応 で き ､ 周 囲 にも迷 惑 をか けず､ 本 人 も安心 で きる た め

と考 え られ る｡ そ の 一 方で ､
｢ 周 りの 協力が あれば ､ も っ と社

会に出 られ る の で は な い か｣ ｢ 周 囲の 人 にも っ と知的障害者の

こ とを知 っ て もら う必要が ある｣ な どの 意 見も あ っ た｡

一 般

の 方 が､ あ そば っ と教室 の よ うな外 出支 援に ボ ラ ン テ ィ ア に

参加 し て い く こ とで
､ 障害者 の 参加 と二哩解が 進み ､ 知 的 障害

者が 一 人や 友だ ち とおLfl か ける ため の より よ い 環 境 が作られ

て い く と考 え られ る｡

今後も知 的障 害者と接 して み た い か と い う問 い に ､
5 名が

接して み た い ､ 1 名が ど ちらで もな い と回答 した｡ これ まで

障害者 と接 し た こ とが なく ､ ボ ラ ン テ ィ ア は難 し い も の だ と

思 っ て い た が､ 実際に 接 して み る と楽 しく 気軽 に 行 えた ｡ ボ

ラ ン テ ィ ア は障 害者 の た めだ けで な く､ 自 分 に と っ て 学 ぶ こ

と がた くさ ん ある こ と に 気 づ い たた めだ と思 われ る｡

本 研 究が ､ 対 象 者が よ り豊 か で 自立的 な 生活 を送 る こ と ､

さ らに は障 害者 - の 理解 と参加 がす す む こ と の
一

つ の き っ か

けとな る こ と を願 っ て い る ｡
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注

本稿は､ 平成11 年度特別研 究 と して 寺 田晴津 子､ 留分 まゆ
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に ま とめ なお したもの で あ る｡

付 記

あそ ば っ と教室 は､ 本研 究終了 後の20 0 1 年度 も学 生 ボ ラ ン

ティ ア の 手 で 続けられ た｡ そ の 後は
､ 知的 障害者の 外出 を支

援するガイ ド - ル プ 事業､
｢ 一

緒に楽 しく遊び ま くる｡ そ の 仲

間の 中 に障害者が い る｣ と い う地域 サ
ー ク ル な ど に受け継が

れ て い る｡
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